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は─剰余価値
3 3 3 3
であるから，直接に剰余価値
3 3 3 3
を生産する労働
3 3 3 3 3 3 3
だけが生産的で，直接に剰余価値を生産する
3 3 3 3 3 3 3 3 3
労働能力の行使者だけが生産的労



























































































3 3 3 3
消費される
労働…不生産的労働




































































































































































































































































































































3 3 3 3
るにすぎない





　項目 A B C Dにおける橋本氏の傍点，私が引いた傍線個所をみるかぎり，誤りがあるわけではない。













































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
だけが生産的」・「直接に生産
過程で資本の増殖のために消費される






















































3 3 3 3
たらしめる」（Die Nutzlichkeit eines Dings 
macht es zum Gebrauchswert）（Ⅱ-K-5）である。





















































































3 3 3 3
として必要」（注　100）というのである。
　このような「基礎規定













3 3 3 3
であるから，直接に剰余価値を生産する労働



















































































































































































































3 3 3 3 3
，即ち区別が完成する。対立は同一性と差異性との統一である。その二契機は，た
だ一つの同一性の中にあって互いに差異するところの契機である。その意味で，二契機は互いに対立した




















































































Karl Marx ・ Das Kapital　Dietz Verlag　1953　『資本論』　長谷部文雄訳　青木文庫。 
訳文は長谷部訳を用いるが，訳文は必ずしもこれにとらわれるものではない。傍点─原文イタリック体。
傍線─引用者。
 ・ Resultate des unmittelbaren Produktionsprozess　1933　『直接的生産の諸結果』『マルクス＝エンゲルス選
集』第９巻　1954年　大月書店。『直接的生産の諸結果』岡崎次郎訳　1970年　国民文庫。傍点─原文イ
タリック体。傍線─引用者。Resultate　『マル＝エン選集』『諸結果』と省略。
 ・ Theorien über den Mehrwert　Dietz Verlag　Berlin　1956　『剰余価値学説史』1957年　青木書店。『マル
クス＝エンゲルス全集版　剰余価値学説史』１　国民文庫　傍点─原文イタリック体。傍線─引用者。
Theorienと省略。
スターリン［1952］『ソ同盟における社会主義経済の諸問題』国民文庫。
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